
日本ビジネス実務学会 第31回全国大会のご案内
（第1号通信）
寒中お見舞い申しあげます。会員の皆様には、健やかな新年を迎えられ、また年度末に向け、お忙しい日々をお過ごしのことと拝察いたします。

さて、「日本ビジネス実務学会全国大会」のご案内の時期になりました。今年度の全国大会は中国・四国ブロックでお引き受けし、6月9日(土)・10日(日)の2日間、広島県広島市にございます広島女学院大学にて開催いたします。多数の皆様のご参加をお待ち申しあげております。

大会の統一テーマは、「ビジネス実務教育と就業力育成」です。基調講演者としては、文部科学省から喜久里 要氏（高等教育局私学助成課課長補佐）にお願いをしています。演題は、「就業力向上のための国の取り組み」です。また、シンポジウムを通して、「就業力育成に向けたビジネス実務教育における取り組み事例報告」の発表を各ブロック研究会にお願いしています。

今日、変化する社会の中で、日本の教育のあり方が、問い直されています。周知のとおり、大学・短期大学設置基準改正により、2011年度から社会的・職業的自立に関する教育をカリキュラムの中に組み込むことが義務化されました。そのため、ビジネス実務教育への期待がより一層高まってきたといえます。

今回の大会は、ビジネス実務教育を就業力育成に活かし、研究を通じて社会に貢献することをテーマとして掲げました。今回の統一テーマ「ビジネス実務教育と就業力育成」は、ビジネス実務の観点から、就業力を議論し、その育成に貢献する視点を開くものです。

また、前大会に引き続いて、口頭発表による学会奨励賞を設けておりますので、今後の研究の研鑽と学会の活性化につながることと存じます。

会員の皆様の知恵と創造による多くの研究発表を期待し、この大会が、ビジネス実務教育・研究のさらなる発展と推進に寄与する、活力あふれた知的交流の場となりますように願っております。
実行委員一同、大会の成功に向けて鋭意準備を進めてまいりますので、ご協力のほどお願い申しあげます。皆さま方の積極的なご参加を心からお待ちいたしております。
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日本ビジネス実務学会 第31回全国大会の概要
第31回全国大会統一テーマ　

「ビジネス実務教育と就業力育成」(解題)
多くの製造業が生産拠点を海外に移転し、市場が国内から新興国へとシフトし、雇用のニーズもサービス業へと変化し、国内の雇用環境は厳しさを増している。一方、高等教育機関の大衆化が進み、大学生の就業力の育成の必要性が指摘されている。「就業力」とは単なる「就職する力」ではなく、職場で自らの能力を発揮して付加価値を生み出し、仕事を通じて自分自身の能力を開発する力である。職業的な自立にとどまらず、社会的な自立に必要不可欠な力である。

本学会で蓄積してきたビジネス実務教育の研究は、ビジネス現場で一人ひとりの活動に着目をし、その実務能力を開発することを目的としている。今回の大会は、ビジネス実務教育を就業力育成に活かし、研究を通じて社会に貢献することをテーマとして掲げている。

今回のテーマは、ビジネス実務の観点から、就業力を議論し、その育成に貢献する視点を開くものである。

基調講演：就業力向上のための国の取り組み

文部科学省　喜久里　要 氏（高等教育局私学助成課課長補佐、前大学振興課専門官）

大学生の就業力を強化するための国の対策として、社会的・職業的な自立を目指した指導等の大学設置基準での義務化、就業体験を卒業単位に認定するなど就業力への積極的な取り組みをする大学への財政支援、また、私立大学への就職危機脱出のための緊急対策としての就職相談員の配置などの一体的な取り組みについて説明を受け、大学としての具体的な対応について理解を深める。
シンポジウム：就業力育成に向けたビジネス実務教育における取り組み事例報告

ビジネス実務教育における幅広い職業意識の形成等を目的とする授業科目の実施、地域社会との連携による職業観・勤労観の育成プログラム、新規性のあるインターンシップなどの取り組み事例を紹介し、就業力強化の重要性について共通理解を深める。
１．大会日程（予定）
・２０１２年６月９日（土）・１０日（日）
	9日（土）10:00-20:00
	10日（日）9:30-12:30

	基調講演

シンポジウム

研究発表

懇親会(市内・別会場を予定)
	2012年度総会

2011年度委託研究報告

2011年度JAUCB助成研究報告
研究発表講評・表彰（学会奨励賞）


２．会　場
・広島女学院大学　　　　　　　　　　　　　〒731-0063  広島市東区牛田東4-13-1

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　http://www.hju.ac.jp/
３．参加費
※参加申し込み、振込方法については第2号通信でご案内いたします。
（１）大会参加費： 正会員   7,000円（当日8,000円）

ビジター
4,000円（正会員の紹介が必要です）

[image: image2]
学生会員
2,000円

非会員
8,000円
（２）懇親会参加費：

6,000円

（３）昼食代：

1,000円
４．研究発表について（申し込み要領）
（１）研究発表の内容と形式

発表内容はビジネス実務学会にふさわしい理論的、実践的に意義深いもの（学会趣意書に則したもの）とし、口頭によって発表し、時間は「発表20分＋質疑応答10分」とします。

（２）研究発表の申込要領

１）申込方法
原則としてe-mailでお申し込みください。e-mailの標題は「研究発表申し込み」としてください。なお、本文には以下の項目を記載してください。
① 氏名（ふりがな）　　② 所属　　③ 発表テーマ


④ 連絡先（TEL・FAX・e-mail）　　⑤ PC（パーソナル・コンピュータ）使用の有無

⑥ Microsoft Office Power Point を使用の場合はそのバージョン
⑦主発表者と共同発表者全員の所属と氏名（共同研究の場合のみ）

２）申込締切

　  2012年2月18日 (土) 
３）申込先（詳細は８．連絡先をご覧ください）

日本ビジネス実務学会 第31回全国大会　研究発表担当　渡辺　裕一
　　　　４）申込受付の連絡

　　　　発表のお申し込みをいただいた方には締切後10日程度で諾否の返信をします。発表を受け付ける場合は、返信に「大会プログラム・研究発表要旨集」の原稿フォーマットを添付いたします。
　　　５）その他
・一人の会員が複数の主発表者になることはできません。

・共同研究者は学会員であることが条件です。

・申し込み受領後に発表テーマ等の大幅な変更はできません。
（３）研究発表の要旨原稿提出
担当者から送られてくる原稿フォーマットを用いて「大会プログラム・研究発表要旨集」の原稿を作成し、提出してください（詳細は５．原稿フォーマットをご覧ください）。

５．「大会プログラム・研究発表要旨集」（大会当日配布）原稿のフォーマット

（１）原稿のサイズと頁数

　A4サイズ用紙を縦に使い、横書きとします。1発表につき、本文1ページ目（表題、氏名、所属を記入し、本文は1,400字程度）、本文2ページ目（約1,600字）＋添付資料2ページ以内、計4ページ以内とします。
（２）大会プログラム・研究発表要旨集のフォーマット


（３）原稿作成についての補足

・「本文1ページ目」の行数は表題の行数により違ってきます。35行はあくまでも目安とお考えください。
・原稿はテンプレートをご利用いただき、Word 文書形式（.docまたは.docx）で作成してください。
・テンプレートの使用方法につきましては、原稿フォーマット送付時にご案内いたします。
（４）共同研究の場合

主発表者（実際の口頭発表者）の名前の左に○印をつけてください。

（５）写真・図表について

写真・図表等は、カラーではなくモノクロの画像データとして貼りつけてください。
（６）原稿の提出方法

原稿は、原則としてe-mailで提出してください。または、CD-ROM等のメディアを担当者宛に「簡易書留」にて郵送いただいても結構です（メディアはお返しいたしませんのでご了承ください）。
（７）原稿提出先（詳細は８．連絡先をご覧ください）

日本ビジネス実務学会 第31回全国大会　研究発表担当　渡辺　裕一
（８）提出締切

　2012年4月2日（月）
６．「ビジネス実務学会奨励賞」について

　　今回の全国大会では、全研究発表の中から優れた発表を選定し、ビジネス実務学会奨励賞（以下「奨励賞」）を表彰し、副賞（１万円）を贈呈いたします。

奨励賞は、学会の研究活動を促進することを目的とし、全国大会において学会の研究活動を活性化する研究発表を表彰するものです。

原則として理事ならびに評議員が各発表会場の座長・副座長を務め、座長・副座長が協議した上で、各会場から原則として１名（グループ可）を選出します。

審査の基準は次のとおりです。

　１．研究テーマが本学会の研究領域に沿ったものであるか。

　　－ビジネス実務の理論研究・調査報告・研究方法に関する研究であること

　２．研究発表の内容が充実しているか。

　　－研究の結論に妥当性があり、発表に説得力があること

　３．他学会員の研究活性化に寄与するものであるか。

　　－研究発表の参加者が啓発を受けて、今後の学会の研究活動に資するものであること

７．今後の大会関連日程（予定）
	研究発表の申し込み
	2月18日（土）締切

	「大会プログラム・研究発表要旨集」原稿の提出
	4月 2日（月）締切

	全国大会第2号通信の発送およびWebへの掲載
	4月 6日（金）発送

	参加申し込み（参加費振込）
	5月 7日（月）締切


８．お申込・ご連絡先（お問い合わせ・ご連絡は、原則としてe-mailでお願いいたします。）

（１）研究発表申込、研究発表要旨集原稿の提出先

担当者：　日本ビジネス実務学会 第31回全国大会　研究発表担当　渡辺　裕一
連絡先：　y1w@mw.kawasaki-m.ac.jp  (冒頭yの右は数字の1) 

〒701-0193 岡山県倉敷市松島288　川崎医療福祉大学

TEL: 086-462-1111(内線55066)   FAX:086-463-3508
（２）大会全般についてのお問い合せ
担当者：　日本ビジネス実務学会 第31回全国大会　事務局長　宇根　治
連絡先：　uneosamu@hju.ac.jp

〒732-0063 広島市東区牛田東4-13-1　広島女学院大学
TEL: 082-228-0386(内線447)  FAX: 082-228-2924

９．会場までの交通手段　　※第2号通信でもご案内いたします。

広島女学院大学　

〒732-0063　広島市東区牛田東4-13-1
TEL : 082-228-0386(代)　http://www.hju.ac.jp

*広島女学院大学ヘのアクセス(マップ参照)

　　送迎バスの手配をする予定です。発着場所、運行時間につきましては、第2号通信でご案内いたします。
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（本文2ページ目）
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広島駅より


バスで


15分～25分





※名誉会員の参加費は不要です。
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